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リハビリや看護に役立つ木製玩具

リハビリテーションや看護の現場から支援をいただき、教材玩具を開発
しました。

・開発した製品や取り組みが認められキッズデザイン賞（内閣府認証NPO キッズデザイン協
議会）を受賞しました。 受賞商品「ツミックブロック」「ゆびも」

・販売先：コタビ（http://www.kotabi-thk.com/）
エスコアール（http://www.escor.co.jp/）

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ 玩具セット提案 子どもの遊び場

写真２ 指文字
学習玩具「ゆびも」

写真３ 吹く玩具
「ふ～て」

青森県には家具・建具・工芸分野で優れた
技術を有する企業があり、近年は、木工技術
を応用した木製玩具開発から子供用の空間作
りで実績を伸ばしています。そこで、木製玩
具をリハビリテーションや看護視点を基に開
発し商品化を目指しました。

・リハビリテーション技師と木工企業などか
らなる研究会（メディカルトイ研究会）を
発足し、共同で玩具の開発をしました。

・開発した玩具を医療現場でモニタリングし、
リハビリテーション技師や看護師が教材と
して取り入れやすく、患者も楽しく遊べる
玩具を開発しました。

・共同で開発した玩具を医療関係者や一般消
費者向けに販売しています。

・福祉施設や小児看護の現場で使う、新たな
木製品が開発できます。
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バリアフリーおもちゃができました

県産材を活用して、障がいのある・なしに関わらず、ともに遊べる木製
玩具を開発しました。

１．背景・目的
高齢者、若齢者、障がい者、健常者の区別

無く共に遊べ、ＱＯＬ(Quality of Life：生活
の質)の維持に役立つ木製玩具の開発を目的と
します。

現在、市場には視力障がい者向けと聴力障
がい者向けに２種類の共遊玩具（障がいのあ
るなしにかかわらず、一緒に遊べる玩具）が
あります。

２．内容

３．活用等

図１ 視力障がい者向け

図２ 聴力障がい者向け

視覚に障がいのある人も遊べる玩具とする
ためには聴覚、触覚を用いたものである必要
があります。形の認識をテーマにしたパズル、
音と手触りをテーマとした楽器を試作しまし
た（図１）。また、聴力障がい者向けとして、
箸で駒をつまむバランスゲームなどを試作し
ました（図２）。「ホタテかすたねっと」と
「ヒラメしぇーかー」が商品化されています。

バリアフリーおもちゃは、高齢者と幼児など、
世代間交流のコミュニケーションツールとして
も活用できますので、県産材を使った新たな木
製玩具の商品化が期待されます。

・精神リハビリ科のある病院でモニター調査を実施したところ、「図形の認知を促す効果あっ
た」、「つまむ動作が向上した」などの回答が得られました。

・「ホタテかすたねっと」と「ヒラメしぇーかー」は弘前市の三上建具店でそれぞれ1,800
円（平成26年11月現在）で販売中です。
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